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はじめに 

本発表の目的 

 

校内研修で体育授業研究を行う意義をどう説明す
るか？ 

 

校内研修としての体育授業研究の課題は何か？ 

 



はじめに 

中央教育審議会（2016） 

 ・教師は学校で育つもの 

 ・授業研究をはじめとした校内研修の充実を 

  図ることが重要である。 

 

⇒日本の教師文化に根付いた「授業研究」を教
師の力量形成の場として活用しようとしている。 

3 



はじめに 

体育の授業研究 

 1950年代以降、民間教育研究運動として展開  

 （木原、2009） 

  →指導法・教材・カリキュラム開発など 

 

 1970年代以降、大学教員による授業記録な 

 どを分析（大友、1997） 

  →体育授業の理論を生み出す 
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はじめに 

小学校教師が「力を入れて研究している教科・
領域」 (ベネッセ教育総合研究所、2010） 

 

  1位 



はじめに 

体育科を研究しているのは少数派 
⇒なぜ、体育の授業研究をするのか説明する必要 
 性がある 
 
授業研究を通して、、、、 
 ・体育授業の指導法などを開発する 
 ・体育授業の理論を生み出す 
   ＝体育科の力量形成をめざす 
     →他教科も同じ理屈が成り立つ 
       ＝それだけでは、不十分？？ 
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はじめに 

教科の枠を超えた、小学校教師としての力量形
成を意図する必要性があるのではないか？ 

  ＝その手段が体育の授業研究 

 

では、どんな力量形成を目指すのか？ 



はじめに 

学級経営 

 体育授業と学級経営の関係性に着目 

 

授業研究の雰囲気づくり 

 協議会で率直な意見を言える風土をつくる 

  

☆最初の校内研修に体育の授業研究を！ 
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学級経営（子どもの集団意識） 

日野ほか（2000） 

・「体育授業評価」と「学習集団意識」に有意な 

  相関関係がある 

・「体育授業評価」の単元前後の変化 

 →向上群＝学習集団意識の得点Up 

 →停滞・下降群＝学習集団意識の得点Down 
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学級経営（スクールモラール） 

細越・鋤柄（2002） 

・クラスの雰囲気・学級風土（スクールモラール）と
「体育授業態度」には正の相関関係がある 

 →日野（2000）を追証 

 

つまり、、、、、 

体育授業がうまくいけば、子どもたちの集団意識
が変わる可能性がある！ 
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学級経営 

子どもたちの体育授業評価と学習集団意識に
相関関係がある 

→学級経営の基礎作りとして体育の授業をうま
くなろう 

 

体育授業の研修をいつするか？ 

 →学級経営の基礎を固める年度初めにして 

  はどうか？ 
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授業研究の雰囲気づくり 

校内研修での授業研究 

 →授業計画・授業実践・協議会の3段階 

＝授業計画や協議会で、教師同士が議論する 

 

協議会で大切にしたいこと 

 ・参加者全員が主体的に議論に参加すること 

  ×得意な先生が発言し、苦手な先生が聞く 

 →専門的知識を前提とした議論は×？   
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授業研究の雰囲気づくり 

議論の出発点をどこにするか？ 

 佐藤（2006） 

 ×「どう教えるべきだったか」 

 〇「子どもがどこで学んでいたのか、どこでつ 

  まずいていたのか」 

 

 

13 



授業研究の雰囲気づくり 



授業研究の雰囲気づくり 

→つまずく原因は多種多様で正解はない 

 ＝「なぜできない・わからないのかわからない」 

  ということが起こり得る。 

  →それを表明しなければ、議論に深まりがない 

 

体育科の協議会では 

 子どもの学びやつまずきがわかりやすく、 

 教師のつまずきを表明することに価値がある。 
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授業研究の雰囲気づくり 

体育の授業研究で大切なことは、、、 

 ・子どもの情報を共有すること 

 ・それぞれの独自の意見をもつこと 

 ・わからないことをわからないと言うこと 

この3点が参加者に理解されれば、活発な意 

見交換ができるかも。 

  →他教科の授業研究でも同じ 

  ＝体育から始めて、他教科の授業研究へ 
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まとめ 

校内研修で体育科の授業研究をする理由 

 １．体育科授業の力量を高める 

 ２．学級経営の基礎をつくる 

 ３．授業研究の雰囲気をつくる 

 

 では、これらの意義を達成するための課題は 

 何か？  
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今後の課題 

授業研究の参加者 

 授業者と観察者（指導助言者などを含む） 

  →観察者の方が多い 

  

 



今後の課題 

 

 

 

 

 

先行研究の中で収集している資料を確認すると、 

現職研究では、あまり観察者に注目していない 

 →観察者の学びについての研究が必要 
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研究対象 研究数 
収集した資料 

授業者 学習者 観察者 

現職研究 18 15 0 6 

学生研究 28 17 8 12 



今後の課題 

現職研究で観察者の資料を収集した研究 
木原・久保（2015） 
 協議会での発言（授業者・観察者・指導助言者）を分類 
森（2009） 
 協議会での発言（授業者・観察者）を解釈 
森ほか（2009） 
 授業VTRを視聴して記述したフリーコメントを分類 
岩田ほか（2006） 
 実習生の実習日誌に記述された指導教員の指導内容を分類 
村井ほか（2011） 
 教育実習での協議会における指導教員の発話記録を分類 
西原・生田（2013） 
 オンゴーイング法と再現認知法の発話の差の分析 
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今後の課題 

木原・久保（2015）＝1事例を分析 

 分類基準 

  実践の表象に関わる発話分類カテゴリー 

  （坂本、2013） 

  「対象授業の表象」「推論」「問題の表象」 

  「可能性の想定」「代案」「その他」 

 ＝観察者は「問題の表象」が比較的多い 
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今後の課題 

木原・久保（2015） 

＝立場によって、発話の質が違う可能性がある 

 →観察した事実を自分自身の力量形成に繋げて  
いるかは不明 

 

観察者が、①何を観察して、②観察した情報をど
のように意味づけ、③自身の力量形成に繋げてい
るか、は分かっていない 

 →これらを明らかにしていく必要がある 
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